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       菅新内閣と地方創生       

＜近況アラカルト＞ 
 里山も赤や黄色に色づきすっかり秋めいてきた今日この頃ですが、皆さんいかがお過ごしで

しょうか。日頃の叱咤激励、ご支援に対し心から感謝と御礼を申し上げます。 

 昨年１２月、中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルスは、瞬く間に世界各国に広が

り、日本政府は４月７日緊急事態宣言を発出。その後５月２５日全国での非常事態宣言解除を

行ったものの国内では依然１日当たり４００～６００人の新たな感染者が出ています。冬場に

流行するインフルエンザと症状が似ていることから決して気を緩めることはできません。先ず

は自分事としてしっかりとした日常の感染予防対策を取りましょう。 

 ９月１６日安倍政権後の菅義偉内閣が発足しました。その看板政策の一つが地方創生です。

今、日本で世界の科学者から早期実現を期待されるのが北上山地へのＩＬＣ（国際リニアコラ

イダー）です。東京一極集中を是正するためには地方に魅力的な雇用環境をつくることが最も

重要です。ＩＬＣの実現は、農林水産・建設・教育・観光・医療・サービス業分野などへ幅広

い波及効果をもたらすものです。特にも、人に対する投資を充実させることにより、その教育

の効果はすぐには表れないが時間を経て必ず効果が出てきます。政治家は将来への投資に真剣

に取り組まなければなりません。菅総理の出身地はお隣秋田県湯沢市。期待したいものです。    

 ９月定例議会は新型コロナ、木工２事業体対応などが一般質問で取り上げられました。 

 私の原点である「新しい視点、ひたむきに政治」を忘れずこれからも頑張ってまいりますの

で、引き続き強力なご支援のほどお願い申し上げます。                      

                                  感謝 村上 薫 

    

みんなで聞いでけで！ 
◎ ９月定例議会、私の一般質問＜項目と要旨＞です。 

            １．木工２事業体の破産と今後の対応について  

            ８月１４日、三木とランバー「破産手続き開始決定」を受けて  

                 

                                                   

    

木工２社破産 

問 破産手続き、今後の流れと終結時期をいつ頃とみているか。   

                                   ☛裏面に続く 
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２．防災対策について …「初の警戒レベル４、５発令 見えてきた課題は」           

             

 

                            

 

 

 

 

２．新型コロナウイルス対策について…「町内感染者発生時 対応万全か」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆新型コロナ経済対策９月補正予算…事業者向け「プラスアップ事業協力金」創設－必見！ 

 

地域課題：私自身気づかない点がたくさんあります。どうぞ、お気軽にお声がけ下さい。 

問 介護者や保護者が感染した場合、同居する要介護高齢者や障がい者、１８歳 

以下の子どもを一時預かる施策が陸前高田市等で始まっている。当町でも態 

勢を整える必要がある。どのように対応する考えか。 

答 当町には受け入れできる環境が整った宿泊施設が無いため、サービス調整を 

  し基本的に在宅で過ごしていただく事になる。 

問 一時預かり施設として、現在使用されていない本町仮設住宅も考えられるの 

  ではないか。 

答 見守るスタッフの手だてが課題。その手だてがまず先にできるかどうかを検 

  討してからの活用になる。 

問 町内で感染者が発生し福祉施設が閉鎖された場合、他町では仕事を休んで在 

宅介護をする休職介護者へ助成金制度を設置している。当町で創設する考え 

は無いか。 

答 どの位のニーズがあるか把握できておらず、現時点では考えていない。 

 

 

問 防災関係者を集め、ＩＣＡＴ（岩手感染制御支援チーム）の協力を得ながら 

  効果的な早期の感染症対応避難所運営研修を実施すべきでは。 

答 先ずは全職員研修会を実施。時期は資機材が揃った時点を予定。ＩＣＡＴへ 

  の協力要請も考慮していく。 

 

 

答 町債権の裁判所届出、破産管財人による債権整理が図られていく。初回債権者 

集会は１１月下旬だが、今回の事案は複数回開催されるのではないか。相応の 

日数がかかるものと考えている。 

問 原木未収金２億２５８４万円は、雪だるま式に増えた。当局の責任は重いと考 

  えるが、どうか。 

答 予算・決算審査特別委員会で数々の議論、討論があって、認定を頂いたものと 

  思っている。 

問 原木未収金が増えた時点で、なぜ連帯保証や物的担保を取らなかったのか。 

答 議員の皆さんと当局で討論をし、見解の違いはあったが、結果的にこのように 

  なっている。 

問 破産管財人に届ける町債権額に融資金の支払利息と違約金が含まれていない。 

答 今まで公表していた約１０億６０００万円に、融資金利息約１３００万円と違 

  約金約５４００万円が加わり、町債権総額は約１１億２７００万円になる。  

問 貸した側の行政責任を２年前に神田町長へ質した。「責任は当然、大なり小な 

  りあるのは普通と考える」との答弁であった。今もその考えに変わりはないか。 

答 基本的にそのように考えている。顧問弁護士、対策チーム、議員による協議の 

  中味の中で、よりハッキリしたものが今後見えてくる部分もある。 

 


